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つくりだそう自治の力で明るいまちを
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市長あいさつ
　感謝状を贈呈させていただく皆様におかれましては、長年にわたり、自治会
活動にご尽力いただき、地域へご貢献されましたことに敬意を表する次第
です。皆様が各地域で取組まれている、お互いに支えあい、人と人との絆を
大切にする活動は、温かく、暮らしやすい地域づくり、ふるさとづくりにつな
がるものと考えており、今後もますますのご活躍を期待しております。
　本市は、自治会への加入促進や活性化に向けて、市自治会連合会との基本
協定や、不動産関係団体を交えての協定に基づき、互いの連携を深めながら、
様々な取組を行っております。毎年、市自治会連合会からいただいている政策
要望については、自治会員の皆様への活動のメリットとなる地域活動ポイント
制度を、昨年から開始したところです。今後もより多くの皆様に制度を活用
いただけるよう登録手続きの支援やポイント利用店舗の拡充などに取組んでま

いります。　
　新たなまちづくりとしては、リニア駅設置をはじめ、米軍基地の一部返還地
等の活用、小田急多摩線の延伸、圏央道IC周辺での産業拠点の整備など、世界
にも例のない超広域経済圏域のシンボルとなる「スーパーメガリージョン・
シティ」として、市民の皆様が未来に向け夢や希望、誇りが持てるよう、取組
を進めています。
　こうした中、先日、日本経済新聞が、持続可能性の観点から全国815市区を
調査した結果、本市は、首都圏トップ、全国でも６位という高い評価をいただき
ました。これは、本市が進めてきた施策の成果の一端と考えており、引き続き、
誰もが安全で安心して、心豊かに暮らせる地域社会の実現に向け、取組んで
まいりますので、市政運営にご支援、ご協力賜りますよう、お願い申し上げます。

　平成31年１月26日 （土）、相模原市民会館に
おいて各地区から推薦された86名の方々が、
市長から感謝状の贈呈を受けました。

積極的な活動を讃えて
市長から感謝状が贈呈されました

政策要望書を提出いたしました
　平成30年11月13日 （火）、市全体に係る課題を取りまとめた「政策要望書」を市
へ提出しました。
　地域活動の活性化及び安全・安心なまちづくりに関する要望について、市として
積極的に取組んでいきたいとの回答をいただきました。
　今後も、自治会活動の活性化や、市との協働による安全・安心なまちづくりを更に
進めてまいりますので、ご協力をお願いいたします。

（左から）田代会計、竹田副会長、坂本会長、加山市長、下仲副市長、石井副会長、山下監事 要望書に対する懇談の様子

1 政策反映に向けた基盤の強化
【政策要望項目】

⑴ 各種計画策定における自治会を中心にした意見の反映
⑵ 加入促進活動への支援
⑶ 積極的な広報活動
⑷ 職員教育の充実
2 人口減少対策の取組
⑴ 人口減少進行地区における対策の強化
⑵ 人口減少に向けた地域力向上対策の検討
3 安全・安心に係る支援の充実強化
⑴ 地域防災力向上対策
⑵ 地域防犯力向上対策

4 地域の柔軟な活動を支える制度の取組
⑴ 避難所の設定及び運営
⑵ 地域施設の効果的な運営体制等

詳しい要望書の内容は
ホームページからもご覧いただけます。
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が

TSマーク、弁護士相談、人間ドック、試合観戦、
レジャー施設、宿泊施設など色々な割引が受けられる、
自治会員専用の割引です。

ホームタウンチーム
● チケットの割引やチームグッズプレゼント

※自治会員専用割引（　　　  　　）は毎年４月頃に自治会から
　配付しています。

葬祭施設
● セレモニーホール永田屋、サン・ライフ相模斎場

他
21
施設

レジャー施設・宿泊施設
● さがみ湖プレジャーフォレスト、東京サマーランド

他
29
施設

TSマーク
● 自転車向け保険の点検費用が 200円割引

市内
31
店舗

み
　ほ

　ん

自治会員専用割引の
デザインが

変わりました！

弁護士相談
● 45分間 5,000円 → 特別料金 3,000円

人間ドック
● JA健康管理センターさがみはら（橋本駅北口）
● 相模野病院健康管理センター（淵野辺）
● ヘルス・サイエンス・センター（相模大野）
でお得に受診できます

※詳しくは、市連ホームページをご確認ください。

開催期間　３月９日（土）・10日（日）（2日間）
　　　　　各日9:00 ～ 18:00（プールのご利用は17:00まで）

開催期間　３月16日（土）・17日（日）（2日間）
　　　　　16日（土）9:30～21:00　17日（日）9:00～21:00

優待料金

優待料金

区　　分

入　場　券
大　人
小学生

幼児・シニア
大　人
小学生

幼児・シニア
フリーパス

2,000円
1,000円
1,000円
3,000円
2,000円
1,500円

無　料
無　料
無　料
1,700円
1,300円
1,300円

一般料金 特別料金

利用方法　開催期間中、チケット売場に、自治パス（　　　　　　  ）
１枚掲示につき、５名様まで優待料金にてチケット販売

開催期間中、チケット売場に、自治会員専用割引（　  　　　）を
提示すると、入場無料に！

さらにフリーパスは、優待料金にてチケット販売

～相模原市の自治会員特別優待デーを開催～

（　  　　　）

区　　分

入　園　券

イルミリオン
入場券

大　人
こども・シニア・ペット（犬）
大　人

こども・シニア
大人・シニア
こども・ペット（犬）

入　園　券
+

フリーパス

1,700円
1,000円
3,900円
3,100円
1,000円
700円

無　料
無　料
2,900円
2,500円
無　料
無　料

一般料金 特別料金

※ペット（犬）体高50cm以下の中・小型犬

平成30年度  地区まちづくり懇談会
テーマ・課題事項一覧

　大沢地区（８月２日木）
１　「子育て環境の充実」について
子どもの居場所の確保
子どもを見守る側の人員の確保
子ども達を含む若い世代への伝統・文化・観光資源等の
継承について
子ども達が安心して利用できる公共施設等の整備について

　大野中地区（８月３日金）
１　地域の人と人が助け合える体制づくりについて
地域活動の担い手不足に伴う地域に埋もれた人材の発掘
について
活動団体間の地域課題の情報共有化及び交流の拠点整備
について

２　大野中地区の交通安全対策について
通学路の安全対策及び生活道路の安全性の向上について
大野中地区の道路の整備方針及び整備計画について

　東林地区（８月21日火）
１　都市計画道路の整備について
東林地区の都市計画道路整備の進捗状況と今後の予定に
ついて
他市と調整を要する道路整備について

２　子どもの安全について
登下校時の見守りについて
通学路における安全対策について

　城山地区（10月２日火）
１　子どもたちの豊かな心と健やかな成長を育むまちづくりに
　　ついて
子どもたちの遊び場の充実について
子どもたちの交流機会の充実について

　麻溝地区（10月４日木）
１　自治会活動の活性化について
自治会加入促進の取組について
自治会役員のなり手不足の解消について

２　県道52号相模原町田道路改良事業について
改良事業等に伴う麻溝地区の変化について
JR相模線原当麻第一踏切の立体交差化に伴う迂回路工事
着工の安全対策について

　藤野地区（10月５日金）
１　自然環境の保全と改善について
ヤマビルによる被害の現状と対策について
ホタルの飛び交う環境づくりについて

２　子育てがしやすい環境づくりについて
児童クラブの更なる充実について
子どもの居場所づくりについて

　橋本地区（10月11日木）
１　橋本駅周辺の新たなまちづくりと職業能力開発総合大学校
　　跡地周辺の交通環境整備の状況について
職業能力開発総合大学校跡地周辺の交通環境整備の状況
について
橋本駅周辺のまちづくりの進め方と相原高校移転後の防
災機能の確保について

２　橋本地域の防犯力・交通安全対策、防災力の向上について
宮上地区方面の交番等の防犯力・交通安全活動拠点の設
置について
分かりやすいハザードマップと境川の洪水対策について

　大野北地区（10月23日火）
１　大野北地区のまちづくりと公共施設の再整備について
公共施設の再整備の検討状況について
複合施設を拠点としたまちづくりについて

　清新地区（10月25日木）
１　相模原駅南側のまちづくりについて
相模原駅南側の整備の進捗状況と今後の予定について
小田急多摩線の延伸について

２　神奈川医療少年院の跡地利用について
市側の現状の認識と今後の考え等について
跡地利用の可能性について

　津久井地区（10月26日金）
１　買い物不便地域・交通不便地域の解消に向けた取組に
　　ついて
買い物不便地域の把握と対策について
交通不便地域の把握と対策について

２　津久井地区の魅力づくり
平代山・堂所山（「通称」中野山）を拠点とした観光振
興と都市づくり
津久井広域道路開通に伴う通学路などの安全対策と周辺
道路の再整備について
空き家の有効活用

　新磯地区（10月30日火）
１　地域防災力のさらなる強化に向けた取組について
災害時要援護者の支援活動の充実・強化について
防災施設の在り方等について

　相模湖地区（11月１日木）
１　相模湖地区の活性化と魅力づくりについて
人口減少対策について

　小山地区（11月２日金）
１　交通ネットワークの整備と今後の計画について
南北道路から相模原駅南口へ通行可能とする踏切改良の
検討状況について
「宮上横山線」、「宮下横山台線」及び「北側外周道路」の
進捗状況と今後の予定について
地区内道路の危険箇所について

２　自転車や高齢者の交通安全対策について
自転車や高齢者の事故を減らす取組について
自転車レーンや自転車歩行者道の通行について

　横山地区（11月５日月）
１　横山丘陵緑地の環境保全及び「てるて姫伝説」拠点として
　　の利用の促進について
姥沢・日金沢地区の環境保全・整備や今後のあり方に
ついて
横山丘陵緑地の「てるて姫伝説」を伝承継承することに
ついて

２　高齢者が暮らしやすい交通環境づくりについて
高齢者に身近な移動手段の確保について
横山地区の導入方策の検討について

　中央地区（11月６日火）
１　市役所本庁舎を含む行政機能の再編について
市役所本庁舎等の駅前移転について
市役所周辺のまちづくりについて

２　地域活動への財政的援助について
地域活性化事業交付金の制度趣旨について
地域事業の継続について

　相武台地区（11月９日金）
１　地域の拠点「そあら」（グラウンド・体育館）について
管理の一本化について
施設のメンテナンスについて

２　不審者対策について
情報の共有について
安全な登下校について

　上溝地区（11月12日月）
１　小田急多摩線の延伸とJR相模線の複線化について
小田急多摩線の延伸について
JR相模線の複線化について

２　地域住民が憩い、誇れる公園づくりについて
上溝さくら公園の充実について
道保川公園のホタル保全の取組について

　大野南地区（11月13日火）
１　市の南の玄関口としての今後のあり方について
中心市街地としての都市機能を維持するための地域と行
政の取組について

２　地域防災力の強化につながる「災害発生前の公助」の
　　あり方について
市民が身近に感じることができる危機管理体制の構築に
ついて
共助の体制の強化に繋がる新たな補助制度の構築に
ついて

　相模台地区（11月16日金）
１　避難所について
避難所運営に対する課題について
風水害時の避難所開設について
避難所運営協議会における職員体制と関わり方について

※光が丘地区、星が丘地区、田名地区につきましては、今年度
は開催いたしませんでした。
※開催結果については市ホームページに掲載予定です。
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　今回は市内在住（田名地区）のプロ・
トロンボーンソリストとして、国内
から海外まで多方面で活動されて
いる鈴木加奈子さん（39）にお話を
伺いました。
　鈴木さんは昭和音楽大学を首席で
卒業。生まれつき視覚にハンディを
持ちながら、盲導犬とともに福祉講演
やコンサートを行っています。日本盲導
犬協会のポスターや、政府広報（AC）
のCMでもおなじみです。

相模原市にはいつ頃から
お住まいですか？

　橋本地区に生まれ、子ども
の頃に田名地区に引越してき
ました。平成17年には橋本
地区にトロンボーン教室を開
業し、中学生から70歳代ま
で、幅広い世代の生徒がおり
ます。

市内でも演奏活動を行い、
ご活躍されていますね。

　初めは知り合いを通じて演
奏を行い、コンサートを聴き
に来てくださった方からの口
コミやご縁で演奏の機会が増
え、現在も公民館や小中学校
など、市内を中心に演奏活動
を行っています。演奏を聴い
てくださる方たちが、音楽を
通じて苦しみや悩みをほぐし
て、明日から頑張ろうと思え
るような演奏を心がけていま
す。また、視覚障害や盲導犬
のことも身近に感じてもらい
たいとの思いで、トークも交

えながら行っています。海外
演奏の際には、通訳を通して
ではなく、自分の言葉で伝え
たいという思いから、今は英
語の勉強にも励んでおります。

盲導犬は
いつごろから？

　10年程前からです。もと
もと弱視だったのですが、大
学入学後徐々に視力を失い、
卒業後間もなくして、日中に
わずかに光を感じることがで
きる程度の視力となりまし
た。両親の手を借りないと外
出も難しく、次第に外出する
回数も減りました。この現状
を変えたいと思っていた時、
盲導犬のナンシーと出会いま
した。その後、生活が一変
し、目が見えていた時と同じ
速さで、頬に風を感じながら
歩けるようになり、気持ちに
ゆとりができ、自ら進んで外
出するようになりました。盲
導犬は、私の生活を支えてく

れる大切なパートナーです。
実は日本では、募金が足りな
いことやボランティアの不足
から、盲導犬の数がなかなか
増えないのです。

具体的に助かる
サポートは？

　困っている人がいれば、
「どうしましたか」、「お手伝い
しましょうか」と声をかけて
いただけるとありがたいで
す。また、盲導犬は、信号機
を判断できるわけではないの
で、「今青になりましたよ」
と一言声をかけてくださるだ
けでも助かります。

大切にしている
言葉は？

　ありのまま。気楽に。今ま
では、自分を見つめるという
よりは、人の目ばかり気にし
ている自分がいました。で
も、周りの方のサポートのお
かげで、次第に自然体でいら
れるようになりました。

今後の目標は？

　音楽は世界共通語だと思う
ので、一人でも多くの人が頑
張ろうと思うような気持ちに
なるような演奏をしていきた
いです。また、この経験を持
つ私にしかできないことを、
音楽活動を通して伝えていき
たいです。

トロンボーンソリスト
鈴木加奈子公式ホームページ
http://kanakosuzuki.com/

Q

Q Q

Q

Q

Q

プロ・トロンボーンソリスト
鈴木加奈子さん

盲導犬のアリエルとともに。
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TSマーク、弁護士相談、人間ドック、試合観戦、
レジャー施設、宿泊施設など色々な割引が受けられる、
自治会員専用の割引です。

ホームタウンチーム
● チケットの割引やチームグッズプレゼント

※自治会員専用割引（　　　  　　）は毎年４月頃に自治会から
　配付しています。

葬祭施設
● セレモニーホール永田屋、サン・ライフ相模斎場

他
21
施設

レジャー施設・宿泊施設
● さがみ湖プレジャーフォレスト、東京サマーランド

他
29
施設

TSマーク
● 自転車向け保険の点検費用が 200円割引

市内
31
店舗

み
　ほ

　ん

自治会員専用割引の
デザインが

変わりました！

弁護士相談
● 45分間 5,000円 → 特別料金 3,000円

人間ドック
● JA健康管理センターさがみはら（橋本駅北口）
● 相模野病院健康管理センター（淵野辺）
● ヘルス・サイエンス・センター（相模大野）
でお得に受診できます

※詳しくは、市連ホームページをご確認ください。

開催期間　３月９日（土）・10日（日）（2日間）
　　　　　各日9:00 ～ 18:00（プールのご利用は17:00まで）

開催期間　３月16日（土）・17日（日）（2日間）
　　　　　16日（土）9:30～21:00　17日（日）9:00～21:00

優待料金

優待料金

区　　分

入　場　券
大　人
小学生

幼児・シニア
大　人
小学生

幼児・シニア
フリーパス

2,000円
1,000円
1,000円
3,000円
2,000円
1,500円

無　料
無　料
無　料
1,700円
1,300円
1,300円

一般料金 特別料金

利用方法　開催期間中、チケット売場に、自治パス（　　　　　　  ）
１枚掲示につき、５名様まで優待料金にてチケット販売

開催期間中、チケット売場に、自治会員専用割引（　  　　　）を
提示すると、入場無料に！

さらにフリーパスは、優待料金にてチケット販売

～相模原市の自治会員特別優待デーを開催～

（　  　　　）

区　　分

入　園　券

イルミリオン
入場券

大　人
こども・シニア・ペット（犬）
大　人

こども・シニア
大人・シニア
こども・ペット（犬）

入　園　券
+

フリーパス

1,700円
1,000円
3,900円
3,100円
1,000円
700円

無　料
無　料
2,900円
2,500円
無　料
無　料

一般料金 特別料金

※ペット（犬）体高50cm以下の中・小型犬

○災害時の助け合い！
○未加入世帯への
　加入促進に！
○自治会に加入したら、
　玄関ドアや郵便受けなどに貼りましょう。

実寸大（６×６センチ）

今すぐ
検索！

①地区のお知らせ
　イベント開催など最新の情報を掲載

②地域情報紙
　見逃した回覧板もこれで安心
　（最新号と前号を掲載）

③自治会員専用割引の特典内容（JichiPass）
　割引内容が確認できます

④自治会検索
　住所から自治会が調べられます

⑤メールマガジン機能搭載
　メールアドレスを登録していただくと、　
　各地区のメールマガジンをお届けします

こんな情報も♪
イベント情報・防災マップ・子育てマップ・
自治会連合会の発行物・「自治会報さがみはら」
バックナンバー・各種パンフレット等

http://www.sagamihara-jichiren.jp/

相模原市自治会連合会 検索

携帯電話・スマートフォンはこちらからご覧いただけます→

市連ホームページで
地域の最新情報を

チェック！

自
治
会
加
入

世
帯
証
を
（
シ
ー
ル
）

配
布
し
ま
し
た
！
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　追手風喜太郎は、寛政
11 年（1799 年）甲州街
道沿いの関野に生まれ、幼
名を「松次郎」と言いま
した。松次郎が力士への
道を歩むようになったの
は、九歳の時、同郷出身
の力士で叔父にあたる「追
手風小太郎」が長崎巡業
の折り、松次郎の家に立
ち寄ったことが始まりだ
そうです。
　この時、松次郎は親の
止めるのも聞き入れず、
小太郎の後を追い弟子入
りしました。力士として
の仲間入りをしてからは、
江戸時代後期の天保２年
（1831 年）に 4代目追手
風となり、同７年（1836
年）には、当時の最高位

である西の大関となりま
した。幕内 15 年、29 場
所を務め、土俵を退いて
からは、年寄となり相撲
会所の要職に着くと共に、
門下からは多くの名力士
を出しました。また、敬
神祟祖の念に厚く、増珠
寺に五具足・燭台などを
寄贈し、氏神の三柱神社
には、青龍・白虎・朱雀・
玄武の四神の幡を献納し
ました。
　それらの品々は、現在
も藤野地区の関野にある
増珠寺と増珠寺近くにあ
る生家で大切に保管され
ています。また、増珠寺
の階段横には、文政 11年
（1828 年）に喜太郎の手
により建立された「安昌

久全信士」（追手風小太郎）
の碑があり、生家の墓地
には、昭和46年（1971年）
に建立された追手風喜太

郎と弟子の横綱雲竜久吉
の碑が建てられています。
　皆さんも是非ご探訪く
ださい。

No.61

藤野地区（緑区）

藤野地区自治会連合会
会長　森川　哲郎

『郷土が生んだ力士　追
おい

手
て

風
かぜ

喜
き

太
た

郎
ろう

』

　勝坂自治会連合会は、上（かみ）、下（しも）、東、
西、南地区の５自治会、約630世帯で構成し、各役員
は２年間を任期として自治会活動に取り組んでいます。
　勝坂地区は、５月の相模の大凧まつりから夏の盆踊
り、秋のふるさとまつり・レクリエーション大会、ざ
る菊花見会、勝坂遺跡縄文まつりまで、自治会役員に
なると慌ただしく行事をこなす事が多く、会員の高齢
化が徐々に進む中で自治会活動の難しさを肌で感じる
ことも多々あります。
　「お子さん・お年寄りに優しいまちづくりをめざす」
をテーマに掲げ、今期は夏の盆踊り大会と防災活動に
主点を置き取組ました。
　夏の盆踊り大会では、各地区の自治会役員が工夫を
凝らした催しに、勝坂が一つの輪になった真夏の夜の
楽しいひとときを過ごせました。
　防災活動では、９月２日（日）に行われた新磯地区
総合防災訓練において、がけ崩れ、道路の崩壊等の障
害の有無をチェックシートに記録しながら、避難所に
なっている相陽中学校へ避難し、様々な訓練に参加し
ました。また、並行して行われた勝坂地区独自の防災
訓練では、一時避難場所においてテント設営と炊き出
しの訓練を行いました。正午に訓練を終了し、「非常
に役に立った。」、「雨天の訓練は厳しかった。」、「災害
時に私たちは何が出来るかを考える良い経験となっ
た。」等、訓練の大切さを実感した感想がありました。

新磯地区自治会連合会　副会長
自治会法人 勝坂自治会連合会　会長　鈴木　真司

地域活動紹介【新磯】

「地域に優しいまちづくりを目指して」
自治会でできることから始めよう

　光が丘地区において特徴的な活動は、13ある「独立防災隊」の存在で
す。通常の自主防災隊は毎年交代する自治会の班長・役員で構成され、名
簿上の防災隊で形骸化していることが多いですが、光が丘地区の「独立防
災隊」は任期を定めずに、自治会役員とは別の自ら志願したボランティア
で構成されています。
　また、地区に約40名いる防災マイスター（防災士）とも連携し、「自分
たちのまちは自分たちで守る」を合言葉に、実際に役立つ消火・救出の合
同訓練を定期的に行っています。
　これらの活動は、総務省消防庁主催の「第21回防災まちづくり大賞
（2017年）」において、「日本防火・防災協会長賞」の
受賞に至り、先駆的な取組として全国的な評価を受けま
した。

　2018年からは、それまで個別に活動していた「5か所の避難所運営協議会」・
「30隊の防災隊（自主防災隊を含む）」・「40人の防災マイスター」が密接に連携し
ていくとの画期的な方針を打ち出しました。
　また、避難所の円滑な開設・運営を図るため、避難所開設エキスパート（各避難
所５名程度）の養成訓練も始まり、地域防災力の更なる向上を図っています。

光が丘地区自治会連合会　会長　割柏　秀規

地域活動紹介【光が丘】

「独立防災隊」を中心とした真の防災活動

　平成29年12月、買物弱者対策事業として、㈱セブンイレブン・ジャパンが実施している移動販売
サービス「セブンあんしんお届け便」が始まりました。神奈川県内で２番目、相模原市内では初の運
行となるこの「セブンあんしんお届け便」は、城山地区の中沢、葉山島、若葉台の各地域を週１回、
地域内４～７か所を回っていただいています。
　身近な商店の減少などによって、日常の買い物に不便を感じている方が増えてきていることは地域
課題の１つでもあり、行政や企業の支援をいただきながら、このような事業が開始されたことは、課
題解決に向けた大きな一歩ととらえています。
　また、定期的な運行により新たなコミュニティの場もできつつあり、高齢者の方の安否確認などに
つながることも期待されます。利用されている方からは、「毎週楽しみにしている」、「話しながら買い
物ができて楽しい」といったお話しを伺うことができました。今後はこの事業が定着し、他の地域に
も広がっていくよう進めていきたいと思います。

城山地区自治会連合会　会長　山下　利麿

地域活動紹介【城山】

『移動販売が始まって』

移動販売の様子移動販売の様子出発式出発式

スタンドパイプスタンドパイプ

訓練の様子訓練の様子

夏の盆踊り大会夏の盆踊り大会 ざる菊花見会ざる菊花見会

防災訓練防災訓練

追手風喜太郎と横綱雲竜久吉の碑三柱神社（緑区小渕1025）

安昌久全信士（追手風小太郎）の碑
（緑区小渕1273）

ご案内とお願い お問い合わせ

山下　利麿（城　山） 石井今朝太（小　山） 牛尾　良一（中　央） 穂苅　健二（新　磯） 嘉松　　 （東　林） 矢野　信行（大　沢）
澤柳　信幸（藤　野） 丹波　晴道（清　新） 長塚勇一郎（星が丘） 金子　行親（上　溝） 中村　洋子（大野南） 寺沢　康則（麻　溝）

「自治会報　さがみはら」は、皆様の会報です。
自治会・地域での様々な活動・話題などの情報やご意見をお寄せください。

相模原市自治会連合会事務局
☎ 042-753-3419　E-mail:info@sagamihara-jichiren.jp

自治会報さがみはら編集
広報部会員


